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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の無線装置がパケットを時分割で連続して送信するバーストモードへ移行するか否
かを判定するとともに、前記バーストモードへ移行すると判定したとき、バーストモード
移行通知を送信し、前記バーストモードで前記パケットを受信する第１の無線装置と、
　前記第１の無線装置からのバーストモード移行通知の受信に応じて、パケットを時分割
で連続して前記第１の無線装置へ送信する複数の第２の無線装置とを備え、
　前記第１の無線装置は、無線通信のスループットが第１の閾値よりも小さく、かつ、自
己にアクセスする前記第２の無線装置の個数が第２の閾値よりも大きいとき、前記バース
トモードへ移行すると判定する、無線通信システム。
【請求項２】
　前記第１の無線装置は、前記スループットが前記第１の閾値以上であるとき、または自
己にアクセスする前記第２の無線装置の個数が前記第２の閾値以下であるとき、または前
記スループットが前記第１の閾値以上であり、かつ、自己にアクセスする前記第２の無線
装置の個数が前記第２の閾値以下であるとき、前記バーストモードの解除を通知するバー
ストモード解除通知を前記複数の第２の無線装置へ送信し、
　前記複数の第２の無線装置の各々は、前記バーストモード解除通知に応じて前記バース
トモードを解除する、請求項１に記載の無線通信システム。
【請求項３】
　前記第１の無線装置は、前記複数の第２の無線装置の相互間における無線通信品質に基
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づいて前記複数の第２の無線装置をグループに分けるか否かを判定し、前記複数の第２の
無線装置をグループに分けると判定したとき、前記複数の第２の無線装置の相互間におけ
る無線通信品質に基づいて同一グループに属する第２の無線装置間で相互にパケットを検
知および復号できるように前記複数の第２の無線装置をグループに分け、そのグループ分
けの結果を前記バーストモード移行通知とともに前記複数の第２の無線装置へ送信し、
　前記複数の第２の無線装置の各々は、前記バーストモード移行通知およびグループ分け
の結果を受信し、同一グループに属する他の第２の無線装置と協働して前記パケットを時
分割で連続して前記第１の無線装置へ送信する、請求項１に記載の無線通信システム。
【請求項４】
　前記第１の無線装置は、前記複数の第２の無線装置をグループに分けることができない
と判定したとき、前記バーストモードの解除を指示するバーストモード解除通知を前記複
数の第２の無線装置へ送信し、
　前記複数の第２の無線装置の各々は、前記バーストモード解除通知に応じて前記バース
トモードを解除する、請求項３に記載の無線通信システム。
【請求項５】
　前記第１の無線装置は、前記複数の第２の無線装置をグループに分けると判定したとき
、前記複数の第２の無線装置を各グループに属する第２の無線装置の個数が許容値以下で
あり、かつ、できる限り少ない個数のグループに分けるとともに、そのグループ分けした
各グループにおいて各第２の無線装置がパケットを送信する優先順位を決定し、前記グル
ープ分けされたグループの名称、各グループに属する第２の無線装置の識別子および各グ
ループにおける各第２の無線装置の優先順位を前記バーストモード移行通知とともに前記
複数の第２の無線装置へ送信し、
　前記複数の第２の無線装置の各々は、前記バーストモード移行通知、前記グループの名
称、前記各グループに属する第２の無線装置の識別子および前記各グループにおける各第
２の無線装置の優先順位を受信し、自己と同じグループに属する他の第２の無線装置が前
記パケットを前記第１の無線装置へ送信したことを検知したとき、自己の優先順位に従っ
て前記パケットを前記第１の無線装置へ送信する、請求項３に記載の無線通信システム。
【請求項６】
　同一グループに属するｎ（ｎは２以上の整数）個の第２の無線装置は、前記ｎ個の第２
の無線装置の全てが前記第１の無線装置へ送信するパケットを保持している場合、前記優
先順位の高い順に前記パケットを前記第１の無線装置へ送信し、前記ｎ個の第２の無線装
置のうちのｉ（ｉは正の整数）個の第２の無線装置が前記第１の無線装置へ送信するパケ
ットを保持していないとき、前記ｉ個の第２の無線装置を除いた残りの第２の無線装置の
優先順位に従って前記パケットを前記第１の無線装置へ送信する、請求項５に記載の無線
通信システム。
【請求項７】
　前記ｉ個の第２の無線装置は、ｎ－ｉ個の第２の無線装置の全てが前記パケットを前記
第１の無線装置へ送信するまで待機する、請求項６に記載の無線通信システム。
【請求項８】
　同一グループに属するｎ（ｎは２以上の整数）個の第２の無線装置の各々は、他のグル
ープに属する第２の無線装置が前記第１の無線装置へ送信したパケットを受信したとき、
前記他のグループに属する全ての第２の無線装置が前記パケットを前記第１の無線装置へ
送信するまで待機する、請求項５に記載の無線通信システム。
【請求項９】
　前記第１の無線装置は、前記バーストモードで前記パケットを受信したとき、前記パケ
ットを受信したことを示す確認応答を前記バーストモードでパケットを送信した第２の無
線装置へ送信する、請求項１に記載の無線通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　この発明は、無線通信システムに関し、特に、複数の無線装置が１つの無線装置へパケ
ットを連続して送信する無線通信システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムにおいて、互いに干渉エリア内に存在する複数の無線装置が同一の無
線メディアを用いて同時にパケットを送受信するとパケットの衝突が発生する。
【０００３】
　このようなパケットの衝突を回避するため、無線通信システムでは、各無線装置による
無線メディアへのアクセス制御を行なうＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒ
ｏｌ）プロトコルが用いられる。例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１規格の無線ＬＡＮ（Ｌｏ
ｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）では、ＣＳＭＡ／ＣＡ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｓｅｎｓ
ｅ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ　Ａｖｏｉｄａｎ
ｃｅ）と呼ばれる方式をＭＡＣプロトコルとして用いている。
【０００４】
　ＣＳＭＡ／ＣＡでは、各無線装置は、パケットを送信しようとする無線装置が他の無線
装置の送信状態を確認する機能（キャリアセンス機能）と、同時に通信しようとする無線
装置間の衝突を回避する機能（バックオフ機能）とを有している。
【０００５】
　これらの機能により、各無線装置は、他の無線装置が送信するパケットと自己が送信し
ようとするパケットとの衝突を避けるように通信する。
【０００６】
　しかし、このＭＡＣプロトコルの問題点として次の問題点が指摘されてきた。
（１）同時に通信を行なおうとする無線装置の個数が増加すると、パケットの衝突が避け
られなくなり、スループットが低下する。
（２）衝突を回避するためのプロトコル処理や、パケットに付加するヘッダによるオーバ
ーヘッドが大きい。特に、サイズが小さいパケットを送信する場合には、オーバーヘッド
の割合が大きくなり、帯域の有効利用が損なわれる。
【０００７】
　これらの問題点を解決するために、パケットのバースト送信という技術が提案されてい
る（非特許文献１）。この技術は、ある無線装置が他の無線装置へパケットを送信する際
に、１つのパケットの送信成功を確認した後に他にも同一の無線装置宛てのパケットが存
在する場合、ある決められた時間の間、連続的にこれらのパケットを送信し続ける技術で
ある。
【０００８】
　より具体的には、無線装置Ａは、無線装置Ｂ宛てのパケットＰＫＴ１～ＰＫＴ４を保持
しているとする。無線装置Ａは、ＣＳＭＡ／ＣＡに従い（ＤＩＦＳ秒のキャリアセンス＋
ＣＷ秒のバックオフ）、パケットＰＫＴ１を送信したとする。通常のＣＳＭＡ／ＣＡでは
、無線装置Ａは、パケットＰＫＴ１の送信完了後、もう一度、ＣＳＭＡ／ＣＡに従い、チ
ャネルにアクセスし、パケットＰＫＴ２を送信する。
【０００９】
　これに対し、バースト送信では、無線装置Ａは、パケットＰＫＴ１の送信成功を確認（
つまり、無線装置ＢからＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅ）を受信）した後、一定時間後
（ＳＩＦＳ）に直ちにパケットＰＫＴ２を送信する。更に、無線装置Ａは、パケットＰＫ
Ｔ２の送信も成功すれば、パケットＰＫＴ３およびパケットＰＫＴ４と、決められたパラ
メータ時間Ｔ内であれば連続的に送信を行なう。
【００１０】
　非特許文献１では、連続して送信されたパケットに対して逐一ＡＣＫを送信せずに、複
数のパケットを連続的に送信した後に、受信側から１回で受信確認（ブロックＡＣＫ）を
行なう方法も規定されている。
【００１１】
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　また、複数のパケットを結合して送信する技術も提案されている（非特許文献２）。こ
の技術は、上記のように、ある一つの無線装置から他の無線装置へ複数のパケットを送信
する場合に、それらの複数のパケットを結合して送信する技術である。
【００１２】
　非特許文献２では、ＭＰＤＵ（ＭＡＣ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）およ
びＭＳＤＵ（Ｍａｓｔｅｒ　Ｓｔｏｒａｇｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）等の異なるパケット
単位でパケットを結合する方法が規定されている。
【００１３】
　また、非特許文献２では、１対１の通信におけるパケット結合のみが規定されているが
、一つの無線装置から複数の無線装置への複数のパケットを結合する方法も提案されてい
る（非特許文献３）。
【００１４】
　上述したバースト送信またはパケット結合方式を用いると、１つの無線装置が複数のパ
ケットを一度のチャネルアクセスで送信することができ、各無線装置のパケット送信に必
要なチャネルアクセス数を低減できる。これにより、チャネルにかかる負荷量を低減でき
る。また、１つのパケットを送信するのに必要な処理オーバーヘッド（例えば、ＤＩＦＳ
やＣＷ期間）も低減できる。更に、パケットの結合を用いれば、１つのパケット送信に必
要なＭＡＣヘッダのオーバーヘッドも低減できる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１５】
【非特許文献１】IEEE Standard for Information technology － Telecommunications a
nd information exchange between systems － Local and metropolitan area networks 
－ Specific requirements Part 11: Wireless LAN Medium Access Control (MAC) and P
hysical Layer (PHY) specifications Amendment 8: Medium Access Control (MAC) Qual
ity of Service Enhancements.
【非特許文献２】Draft STANDARD for Information Technology-Telecommunications and
 information exchange between systems-Local and metropolitan area networks-Speci
fic requirements-Part 11: Wireless LAN Medium Access Control (MAC) and Physical 
Layer (PHY) specifications: Amendment: Enhancements for Higher Throughput.
【非特許文献３】K. Lee, S. Yun, I. Kang, and H. Kim, “Hop-by-Hop Frame Aggregat
ion for VoIP on Multi-Hop Wireless Networks,” in Proc. IEEE ICC 2008, Beijing, 
China, May 2008.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　しかし、上述した従来の方式は、同一の無線装置から発生するパケットのみを対象にし
ているため、上述した従来の方式を複数の無線装置が保持する複数の送信パケット間に適
用することが困難である。その結果、複数の無線装置が１つの送信先へ複数のパケットを
送信する場合のスループットが低下するという問題がある。
【００１７】
　そこで、この発明は、かかる問題を解決するためになされたものであり、その目的は、
衝突を回避しながらスループットを向上可能な無線通信システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　この発明によれば、無線通信システムは、第１の無線装置と、複数の第２の無線装置と
を備える。第１の無線装置は、複数の無線装置がパケットを時分割で連続して送信するバ
ーストモードへ移行するか否かを判定するとともに、バーストモードへ移行すると判定し
たとき、バーストモード移行通知を送信し、バーストモードでパケットを受信する。複数
の第２の無線装置は、第１の無線装置からのバーストモード移行通知の受信に応じて、パ
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ケットを時分割で連続して第１の無線装置へ送信する。
【００１９】
　好ましくは、第１の無線装置は、無線通信のスループットが第１の閾値よりも小さく、
かつ、自己にアクセスする第２の無線装置の個数が第２の閾値よりも大きいとき、バース
トモードへ移行すると判定する。
【００２０】
　好ましくは、第１の無線装置は、スループットが第１の閾値以上であるとき、または自
己にアクセスする第２の無線装置の個数が第２の閾値以下であるとき、またはスループッ
トが第１の閾値以上であり、かつ、自己にアクセスする第２の無線装置の個数が第２の閾
値以下であるとき、バーストモードの解除を通知するバーストモード解除通知を複数の第
２の無線装置へ送信する。複数の第２の無線装置の各々は、バーストモード解除通知に応
じてバーストモードを解除する。
【００２１】
　好ましくは、第１の無線装置は、複数の第２の無線装置の相互間における無線通信品質
に基づいて複数の第２の無線装置をグループに分けるか否かを判定し、複数の第２の無線
装置をグループに分けると判定したとき、複数の第２の無線装置の相互間における無線通
信品質に基づいて同一グループに属する第２の無線装置間で相互にパケットを検知および
復号できるように複数の第２の無線装置をグループに分け、そのグループ分けの結果をバ
ーストモード移行通知とともに複数の第２の無線装置へ送信する。複数の第２の無線装置
の各々は、バーストモード移行通知およびグループ分けの結果を受信し、同一グループに
属する他の第２の無線装置と協働してパケットを時分割で連続して第１の無線装置へ送信
する。
【００２２】
　好ましくは、第１の無線装置は、複数の第２の無線装置をグループに分けることができ
ないと判定したとき、バーストモードの解除を指示するバーストモード解除通知を複数の
第２の無線装置へ送信する。複数の第２の無線装置の各々は、バーストモード解除通知に
応じてバーストモードを解除する。
【００２３】
　好ましくは、第１の無線装置は、複数の第２の無線装置をグループに分けると判定した
とき、複数の第２の無線装置を各グループに属する第２の無線装置の個数が許容値以下で
あり、かつ、できる限り少ない個数のグループに分けるとともに、そのグループ分けした
各グループにおいて各第２の無線装置がパケットを送信する優先順位を決定し、グループ
分けされたグループの名称、各グループに属する第２の無線装置の識別子および各グルー
プにおける各第２の無線装置の優先順位をバーストモード移行通知とともに複数の第２の
無線装置へ送信する。複数の第２の無線装置の各々は、バーストモード移行通知、グルー
プの名称、各グループに属する第２の無線装置の識別子および各グループにおける各第２
の無線装置の優先順位を受信し、自己と同じグループに属する他の第２の無線装置がパケ
ットを第１の無線装置へ送信したことを検知したとき、自己の優先順位に従ってパケット
を第１の無線装置へ送信する。
【００２４】
　好ましくは、同一グループに属するｎ（ｎは２以上の整数）個の第２の無線装置は、ｎ
個の第２の無線装置の全てが第１の無線装置へ送信するパケットを保持している場合、優
先順位の高い順にパケットを第１の無線装置へ送信し、ｎ個の第２の無線装置のうちのｉ
（ｉは正の整数）個の第２の無線装置が第１の無線装置へ送信するパケットを保持してい
ないとき、ｉ個の第２の無線装置を除いた残りの第２の無線装置の優先順位に従ってパケ
ットを第１の無線装置へ送信する。
【００２５】
　好ましくは、ｉ個の第２の無線装置は、ｎ－ｉ個の第２の無線装置の全てがパケットを
第１の無線装置へ送信するまで待機する。
【００２６】
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　好ましくは、同一グループに属するｎ（ｎは２以上の整数）個の第２の無線装置の各々
は、他のグループに属する第２の無線装置が第１の無線装置へ送信したパケットを受信し
たとき、他のグループに属する全ての第２の無線装置がパケットを第１の無線装置へ送信
するまで待機する。
【００２７】
　好ましくは、第１の無線装置は、バーストモードでパケットを受信したとき、パケット
を受信したことを示す確認応答をバーストモードでパケットを送信した第２の無線装置へ
送信する。
【発明の効果】
【００２８】
　この発明による無線通信システムにおいては、第１の無線装置がバーストモードへ移行
するか否かを判定し、バーストモードへ移行すると判定したとき、バーストモード移行通
知を複数の第２の無線装置へ送信する。そして、複数の第２の無線装置は、第１の無線装
置からのバーストモード移行通知に応じてパケットを時分割で連続して第１の無線装置へ
送信する。
【００２９】
　従って、この発明によれば、複数の第２の無線装置から送信された複数のパケットの衝
突を回避しながらスループットを向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】この発明の実施の形態による無線通信システムの概略図である。
【図２】図１に示す無線装置の構成図である。
【図３】図１に示すアクセスポイントの構成図である。
【図４】信号受信テーブルの構成図である。
【図５】受信状況テーブルの構成図である。
【図６】信号受信テーブルの作成方法を説明するための図である。
【図７】受信状況テーブルの具体例を示す図である。
【図８】グループ分けの具体例を示す図である。
【図９】バックオフ時間を用いた協調バースト連送方法の具体例を示す図である。
【図１０】バックオフ時間を用いた協調バースト連送方法の他の具体例を示す図である。
【図１１】ＡＩＦＳを用いた協調バースト連送方法の具体例を示す図である。
【図１２】ＡＩＦＳを用いた協調バースト連送方法の他の具体例を示す図である。
【図１３】ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを用いない協調バースト連送方法の具体
例を示す図である。
【図１４】バーストモードにおける送信パケットを有する無線装置の動作を説明するため
のフローチャートである。
【図１５】バーストモードにおける送信パケットを有しない無線装置の動作を説明するた
めのフローチャートである。
【図１６】アクセスポイントの動作を説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　本発明の実施の形態について図面を参照しながら詳細に説明する。なお、図中同一また
は相当部分には同一符号を付してその説明は繰返さない。
【００３２】
　図１は、この発明の実施の形態による無線通信システムの概略図である。図１を参照し
て、この発明の実施の形態による無線通信システム１００は、アクセスポイントＡＰと、
無線装置１～１６とを備える。
【００３３】
　アクセスポイントＡＰおよび無線装置１～１６は、無線通信空間に配置される。より具
体的には、無線装置１～１６は、アクセスポイントＡＰの通信範囲内に配置されるととも
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に、相互に無線通信を直接行なうことができる範囲内に配置される。
【００３４】
　アクセスポイントＡＰは、無線装置１～１６の各々と無線通信を行なう。そして、アク
セスポイントＡＰは、無線装置１～１６との間の通信方式を複数の無線装置がパケットを
時分割で連続して送信するバーストモードへ移行すべきか否かを後述する方法によって判
定する。
【００３５】
　アクセスポイントＡＰは、無線装置１～１６との間の通信方式をバーストモードへ移行
すべきと判定した場合、バーストモード移行通知を生成して無線装置１～１６へ送信する
。そして、アクセスポイントＡＰは、後述する方法によって、バーストモードにおいて無
線装置１～１６と無線通信を行なう。
【００３６】
　また、アクセスポイントＡＰは、無線装置１～１６との間の通信方式をバーストモード
へ移行すべきでないと判定した場合、バーストモード解除通知を生成して無線装置１～１
６へ送信する。そして、アクセスポイントＡＰは、通常の通信方式に従って無線装置１～
１６と無線通信を行なう。
【００３７】
　無線装置１～１６の各々は、アクセスポイントＡＰと無線通信を行なう。そして、無線
装置１～１６の各々は、アクセスポイントＡＰからバーストモード移行通知を受信すると
、後述する方法によって、アクセスポイントＡＰとバーストモードで無線通信を行なう。
【００３８】
　また、無線装置１～１６の各々は、アクセスポイントＡＰからバーストモード解除通知
を受信すると、通信方式をバーストモードから通常の通信方式に切換え、通常の通信方式
に従ってアクセスポイントＡＰと無線通信を行なう。
【００３９】
　図２は、図１に示す無線装置１の構成図である。図２を参照して、無線装置１は、アン
テナ２１と、送受信手段２２と、テーブル作成手段２３と、信号受信テーブル２４と、通
信制御手段２５と、通信手段２６とを含む。
【００４０】
　アンテナ２１は、アクセスポイントＡＰまたは他の無線装置２～１６からパケットを受
信し、その受信したパケットを送受信手段２２へ出力する。また、アンテナ２１は、アク
セスポイントＡＰからビーコンフレームＢｃｏｎを受信し、その受信したビーコンフレー
ムＢｃｏｎを送受信手段２２へ出力する。
【００４１】
　更に、アンテナ２１は、送受信手段２２からパケットを受け、その受けたパケットをア
クセスポイントＡＰへ送信する。
【００４２】
　送受信手段２２は、アンテナ２１が他の無線装置２～１６からパケットを受信したとき
、そのパケットを受信したときの受信信号強度ＲＳＳＩと、そのパケットの送信元アドレ
ス（＝ＭＡＣアドレス）とを検出し、その検出した受信信号強度ＲＳＳＩおよび送信元ア
ドレスを対応付けてテーブル作成手段２３へ出力する。
【００４３】
　また、送受信手段２２は、アンテナ２１から受けたパケットを通信制御手段２５へ出力
する。
【００４４】
　更に、送受信手段２２は、アンテナ２１からビーコンフレームＢｃｏｎを受け、その受
けたビーコンフレームＢｃｏｎを通信制御手段２５へ出力する。
【００４５】
　更に、送受信手段２２は、通信手段２６からパケットを受け、その受けたパケットをア
ンテナ２１を介してアクセスポイントＡＰへ送信する。この場合、送受信手段２２は、通
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信制御手段２５からの制御に従って、通信手段２６から受けたパケットをバーストモード
でアクセスポイントＡＰへ送信し、または通信手段２６から受けたパケットを通常の通信
方式でアクセスポイントＡＰへ送信する。
【００４６】
　テーブル作成手段２３は、相互に対応付けられた受信信号強度ＲＳＳＩおよび送信元ア
ドレスを送受信手段２２から受ける。そして、テーブル作成手段２３は、受信信号強度Ｒ
ＳＳＩおよび送信元アドレスに基づいて、各送信元の無線装置ごとに受信信号強度ＲＳＳ
Ｉの平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥを演算する。この場合、テーブル作成手段２３は、数秒間に
検出された受信信号強度ＲＳＳＩの平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥを演算する。
【００４７】
　テーブル作成手段２３は、各無線装置ごとに受信信号強度ＲＳＳＩの平均値ＲＳＳＩ＿
ＡＶＥを演算すると、その平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥと送信元アドレスとを相互に対応付け
て信号受信テーブル２４を作成する。
【００４８】
　信号受信テーブル２４は、各送信元の無線装置と受信信号強度ＲＳＳＩの平均値ＲＳＳ
Ｉ＿ＡＶＥとを対応付けて格納する。
【００４９】
　通信制御手段２５は、信号受信テーブル２４を周期Ｔｒｅｐｏｒｔ毎に読み出し、その
読み出した信号受信テーブル２４を通信手段２６へ出力する。
【００５０】
　また、通信制御手段２５は、送受信手段２２からビーコンフレームＢｃｏｎを受ける。
そして、通信制御手段２５は、送受信手段２２から受けたビーコンフレームＢｃｏｎがバ
ーストモード移行通知を含むとき、後述する方法によって、パケットをバーストモードで
アクセスポイントＡＰへ送信するように送受信手段２２を制御する。また、通信制御手段
２５は、送受信手段２２から受けたビーコンフレームＢｃｏｎがバーストモード解除通知
を含むとき、後述する方法によって、パケットを通常の通信方法でアクセスポイントＡＰ
へ送信するように送受信手段２２を制御する。更に、通信制御手段２５は、送受信手段２
２から受けたパケットを通信手段２６へ出力する。
【００５１】
　通信手段２６は、通信制御手段２５から信号受信テーブル２４を周期Ｔｒｅｐｏｒｔ毎
に受ける。そして、通信手段２６は、信号受信テーブル２４を受けると、その受けた信号
受信テーブル２４をデータ部に含むパケットを生成し、その生成したパケットを送受信手
段２２へ出力する。
【００５２】
　この周期Ｔｒｅｐｏｒｔは、想定される無線装置１～１６の移動環境によって決定され
る。例えば、無線ＬＡＮのように無線装置が高速移動を行なわない環境では、周期Ｔｒｅ
ｐｏｒｔは、数秒程度（例えば、１秒）に設定される。
【００５３】
　また、通信手段２６は、通信制御手段２５からパケットを受ける。そして、通信手段２
６は、その受けたパケットの送信先が無線装置１であるとき、そのパケットを受理する。
【００５４】
　更に、通信手段２６は、通常のデータをデータ部に含むパケットを生成し、その生成し
たパケットを送受信手段２２へ出力する。
【００５５】
　なお、図１に示す無線装置２～１６の各々も、図２に示す無線装置１と同じ構成からな
る。
【００５６】
　図３は、図１に示すアクセスポイントＡＰの構成図である。図３を参照して、アクセス
ポイントＡＰは、アンテナ３１と、送受信手段３２と、通信制御手段３３と、テーブル作
成手段３４と、受信状況テーブル３５と、通信手段３６とを含む。
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【００５７】
　アンテナ３１は、無線装置１～１６からパケットを受信し、その受信したパケットを送
受信手段３２へ出力する。また、アンテナ３１は、送受信手段３２からパケットを受け、
その受けたパケットを無線装置１～１６へ送信する。更に、アンテナ３１は、送受信手段
３２からビーコンフレームＢｃｏｎを受け、その受けたビーコンフレームＢｃｏｎを無線
装置１～１６へ送信する。
【００５８】
　送受信手段３２は、アンテナ３１からパケットを受け、その受けたパケットを通信制御
手段３３へ出力する。また、送受信手段３２は、通信手段３６からパケットを受け、その
受けたパケットをアンテナ３１へ出力する。更に、送受信手段３２は、通信制御手段３３
からビーコンフレームＢｃｏｎを受けると、その受けたビーコンフレームＢｃｏｎをアン
テナ３１を介して無線装置１～１６へ送信する。
【００５９】
　通信制御手段３３は、送受信手段３２からパケットを受ける。そして、通信制御手段３
３は、その受けたパケットが信号受信テーブル２４を含むとき、パケットをテーブル作成
手段３４へ出力する。一方、通信制御手段３３は、その受けたパケットが通常のデータを
含むとき、パケットを通信手段３６へ出力する。
【００６０】
　また、通信制御手段３３は、ビーコンフレームＢｃｏｎを生成し、その生成したビーコ
ンフレームＢｃｏｎを送受信手段３２およびアンテナ３１を介して無線装置１～１６へ送
信する。
【００６１】
　更に、通信制御手段３３は、送受信手段３２から受けたパケットの送信元を検出するこ
とによって、アクセスポイントＡＰにアクセスする無線装置の個数Ｎ（Ｎは正の整数）を
検出する。そして、通信制御手段３３は、１秒間当たりに送受信手段３２から受けたデー
タのビット数を計測することによって無線装置１～１６からアクセスポイントＡＰへパケ
ットを送信するときのスループットＴＨＰを検出する。
【００６２】
　そうすると、通信制御手段３３は、その検出した無線装置の個数Ｎおよびスループット
ＴＨＰに基づいて、バーストモードへ移行するか否かを判定する。より具体的には、通信
制御手段３３は、無線装置の個数Ｎがしきい値Ｎｔｈよりも大きく、かつ、スループット
ＴＨＰがしきい値ＴＨＰｔｈよりも小さいとき、バーストモードへ移行すると判定する。
また、通信制御手段３３は、無線装置の個数Ｎがしきい値Ｎｔｈ以下であるとき、または
スループットＴＨＰがしきい値ＴＨＰｔｈ以上であるとき、または無線装置の個数Ｎがし
きい値Ｎｔｈ以下であり、かつ、スループットＴＨＰがしきい値ＴＨＰｔｈ以上であると
き、バーストモードへ移行しないと判定する。
【００６３】
　なお、しきい値Ｎｔｈは、例えば、１０であり、しきい値ＴＨＰｔｈは、例えば、３Ｍ
ｂｐｓである。
【００６４】
　通信制御手段３３は、バーストモードへ移行すると判定したとき、受信状況テーブル３
５を参照して、後述する方法によって、無線装置１～１６をグループ化できるか否かを更
に判定する。
【００６５】
　通信制御手段３３は、無線装置１～１６をグループ化できると判定したとき、受信状況
テーブル３５を参照して、後述する方法によって、無線装置１～１６をグループ化し、そ
のグループ化の結果であるグループ構成を生成する。そして、通信制御手段３３は、バー
ストモード移行通知を生成し、その生成したバーストモード移行通知およびグループ構成
をビーコンフレームＢｃｏｎに含めて送受信手段３２およびアンテナ３１を介して無線装
置１～１６へ送信する。
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【００６６】
　一方、通信制御手段３３は、無線装置１～１６をグループ化できないと判定したとき、
バーストモード移行通知を生成せず、無線装置１～１６へ何も出力しない。
【００６７】
　また、通信制御手段３３は、バーストモードへ移行しないと判定したとき、バーストモ
ード解除通知を生成し、その生成したバーストモード解除通知をビーコンフレームＢｃｏ
ｎに含めて送受信手段３２およびアンテナ３１を介して無線装置１～１６へ送信する。
【００６８】
　テーブル作成手段３４は、通信制御手段３３からパケットを受け、その受けたパケット
に含まれる信号受信テーブル２４を検出する。そして、テーブル作成手段３４は、その検
出した信号受信テーブル２４に基づいて、後述する方法によって、受信状況テーブル３５
を作成する。
【００６９】
　受信状況テーブル３５は、無線装置１～１６の相互間における受信信号強度ＲＳＳＩの
平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥを受信状況として格納する。
【００７０】
　通信手段３６は、通信制御手段３３からパケットを受け、その受けたパケットがアクセ
スポイントＡＰ宛てのデータを含むとき、そのパケットを受理する。
【００７１】
　また、通信手段３６は、無線装置（無線装置１～１６のいずれか）宛てのパケットを生
成し、その生成したパケットを送受信手段３２へ出力する。
【００７２】
　図４は、信号受信テーブルの構成図である。図４を参照して、信号受信テーブル２４は
、無線装置のアドレスと、受信信号強度ＲＳＳＩの平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥとを含む。無
線装置のアドレスおよび平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥは、相互に対応付けられる。
【００７３】
　無線装置のアドレスは、パケットの送信元のＭＡＣアドレスからなる。受信信号強度Ｒ
ＳＳＩの平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥは、信号受信テーブル２４を作成する無線装置が無線装
置のアドレスによって指定された無線装置からパケットを受信したときの受信信号強度の
平均値からなる。
【００７４】
　図５は、受信状況テーブルの構成図である。図５を参照して、受信状況テーブル３５は
、無線装置のアドレス１と、無線装置のアドレス２と、受信信号強度ＲＳＳＩの平均値Ｒ
ＳＳＩ＿ＡＶＥとを含む。
【００７５】
　無線装置のアドレス１および無線装置のアドレス２の各々は、無線装置１～１６のＭＡ
Ｃアドレスからなる。受信信号強度ＲＳＳＩの平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥは、パケットを受
信した無線装置における受信信号強度の平均値からなる。
【００７６】
　図６は、信号受信テーブル２４の作成方法を説明するための図である。なお、図６にお
いては、無線装置１における信号受信テーブル２４の作成について説明する。
【００７７】
　図６を参照して、無線装置１は、最初、信号受信テーブル２４－０（図６の（ａ）参照
）を保持している。
【００７８】
　無線装置１の送受信手段２２は、アンテナ２１を介して無線装置２からパケットＰＫＴ
１を受信すると、そのパケットＰＫＴ１を受信したときの受信信号強度ＲＳＳＩ１を検出
するとともに、パケットＰＫＴ１の送信元（＝無線装置２）のＭＡＣアドレスＭＡＣ２を
検出する。
【００７９】
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　そして、無線装置１の送受信手段２２は、その検出した受信信号強度ＲＳＳＩ１および
ＭＡＣアドレスＭＡＣ２を対応付けてテーブル作成手段２３へ出力する。
【００８０】
　無線装置１の送受信手段２２は、数秒間にアンテナ２１を介して無線装置２から受信し
た複数のパケットの各々について、受信信号強度ＲＳＳＩとＭＡＣアドレスＭＡＣ２とを
検出し、その検出した受信信号強度ＲＳＳＩおよびＭＡＣアドレスＭＡＣ２を対応付けて
テーブル作成手段２３へ出力する。
【００８１】
　そうすると、無線装置１のテーブル作成手段２３は、送受信手段２２から複数の受信信
号強度ＲＳＳＩとＭＡＣアドレスＭＡＣ２とを受け、その受けた複数の受信信号強度ＲＳ
ＳＩの平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥ１＝１０ｄＢｍを演算する。そして、無線装置１のテーブ
ル作成手段２３は、ＭＡＣアドレスＭＡＣ２を信号受信テーブル２４－０の無線装置のア
ドレスの欄に格納し、平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥ１＝１０ｄＢｍをＭＡＣアドレスＭＡＣ２
に対応する受信信号強度の平均値の欄に格納して信号受信テーブル２４－１（図６の（ｂ
）参照）を作成する。
【００８２】
　その後、無線装置１の送受信手段２２およびテーブル作成手段２３は、無線装置３～１
６の各々から受信したパケットについて上述した動作を繰返し実行し、信号受信テーブル
２４－２（図６の（ｃ）参照）を作成する。
【００８３】
　図７は、受信状況テーブル３５の具体例を示す図である。アクセスポイントＡＰの送受
信手段３２は、信号受信テーブル２４－２を含むパケットを無線装置１からアンテナ３１
を介して受信し、その受信したパケットを通信制御手段３３へ出力する。
【００８４】
　そして、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、送受信手段３２からパケットを
受け、その受けたパケットが信号受信テーブル２４－２を含むので、そのパケットをテー
ブル作成手段３４へ出力する。
【００８５】
　アクセスポイントＡＰのテーブル作成手段３４は、通信制御手段３３からパケットを受
け、その受けたパケットから送信元のＭＡＣアドレスＭＡＣ１および信号受信テーブル２
４－２を検出する。
【００８６】
　そして、アクセスポイントＡＰのテーブル作成手段３４は、ＭＡＣアドレスＭＡＣ１お
よび信号受信テーブル２４－２に基づいて、無線装置１と、無線装置２～１６との間の受
信信号強度ＲＳＳＩの平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥがそれぞれ１０ｄＢｍ，８ｄＢｍ，９ｄＢ
，・・・，１２ｄＢｍ，３ｄＢｍ，５ｄＢｍ，７ｄＢｍであることを検出する。
【００８７】
　そうすると、アクセスポイントＡＰのテーブル作成手段３４は、ＭＡＣアドレスＭＡＣ
１とＭＡＣアドレスＭＡＣ２とが交差する欄（図７中の第１行第２列）に１０ｄＢｍを格
納する。また、アクセスポイントＡＰのテーブル作成手段３４は、ＭＡＣアドレスＭＡＣ
１とＭＡＣアドレスＭＡＣ２とが交差する欄に８ｄＢｍを格納する。以下、同様にして、
アクセスポイントＡＰのテーブル作成手段３４は、ＭＡＣアドレスＭＡＣ１とＭＡＣアド
レスＭＡＣ３～ＭＡＣ１６とが交差する欄にそれぞれ９ｄＢ，・・・，１２ｄＢｍ，３ｄ
Ｂｍ，５ｄＢｍ，７ｄＢｍを格納する。
【００８８】
　これによって、受信状況テーブル３５－１の第１行目が完成する。
【００８９】
　アクセスポイントＡＰのテーブル作成手段３４は、無線装置２～１６の各々から受信し
た信号受信テーブル２４に基づいて、同様にして、２つの無線装置間の受信信号強度ＲＳ
ＳＩの平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥを格納して受信状況テーブル３５－１を完成する。
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【００９０】
　アクセスポイントＡＰにおけるグループ化できるか否かの判定方法について説明する。
アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、受信状況テーブル３５を参照して、無線装
置１～１６をグループ化できるか否かを判定する。より具体的には、アクセスポイントＡ
Ｐの通信制御手段３３は、受信信号強度ＲＳＳＩの平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥのしきい値Ｒ
ＳＳＩｔｈを設定し、その設定したしきい値ＲＳＳＩｔｈよりも大きい平均値ＲＳＳＩ＿
ＡＶＥを有する複数の無線装置が存在すれば、グループ化できると判定する。
【００９１】
　例えば、受信状況テーブル３５が図７に示す受信状況テーブル３５－１からなる場合、
しきい値ＲＳＳＩｔｈがＲＳＳＩｔｈ＝０ｄＢｍであれば、アクセスポイントＡＰの通信
制御手段３３は、無線装置１～１６の相互間の全てがしきい値ＲＳＳＩｔｈ＝０ｄＢｍよ
りも大きい受信信号強度ＲＳＳＩの平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥを有するので、無線装置１～
１６の全てを同一のグループにグループ化できると判定する。
【００９２】
　また、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、しきい値ＲＳＳＩｔｈ＝５ｄＢｍ
であれば、無線装置１，２，１３，１６の相互間の全てがしきい値ＲＳＳＩｔｈ＝５ｄＢ
ｍよりも大きい受信信号強度ＲＳＳＩの平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥを有するので、無線装置
１，２，１３，１６を同一のグループにグループ化できる判定する。
【００９３】
　この場合、無線装置３，４，１４，１５を同一のグループにグループ化できない。無線
装置３は、無線装置１との間ではしきい値ＲＳＳＩｔｈ＝５ｄＢｍよりも大きい平均値Ｒ
ＳＳＩ＿ＡＶＥ＝８ｄＢｍを有するが、無線装置２との間の平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥは、
しきい値ＲＳＳＩｔｈ＝５ｄＢｍよりも小さい３ｄＢｍであるからである。また、無線装
置４は、無線装置１との間ではしきい値ＲＳＳＩｔｈ＝５ｄＢｍよりも大きい平均値ＲＳ
ＳＩ＿ＡＶＥ＝９ｄＢｍを有するが、無線装置２との間の平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥは、し
きい値ＲＳＳＩｔｈ＝５ｄＢｍよりも小さい４ｄＢｍであるからである。更に、無線装置
１４は、無線装置１との間ではしきい値ＲＳＳＩｔｈ＝５ｄＢｍよりも小さい平均値ＲＳ
ＳＩ＿ＡＶＥ＝３ｄＢｍを有するからである。更に、無線装置１５は、無線装置１，２と
の間ではしきい値ＲＳＳＩｔｈ＝５ｄＢｍ以下の平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥ＝５ｄＢｍを有
するからである。
【００９４】
　一方、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、どの無線装置に対してもグループ
化できる無線装置が存在しない場合、グループ化できないと判定する。
【００９５】
　このように、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、相互間でしきい値ＲＳＳＩ
ｔｈよりも大きい平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥを有する複数の無線装置が存在するか否かを判
定することにより、グループ化できるか否かを判定する。
【００９６】
　なお、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、同一グループに属する無線装置間
で互いのパケットを検知および復号できるようにしきい値ＲＳＳＩｔｈを設定する。これ
は、後述するバーストモードにおけるパケットの送信において、同一グループに属する各
無線装置が同一グループ内の他の無線装置から送信されたパケットを確実に受信できるよ
うにするためである。
【００９７】
　引き続いて、グループ化の方法について説明する。
【００９８】
　［グループ化の方法１］
　このグループ化の方法１は、グループ内の無線装置の数が許容値以下であり、かつ、生
成されるグループ数をできる限り少なくする方法である。グループ化の方法１においては
、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、各グループ内の無線装置の個数が同一グ
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ループ内に属することができる無線装置の最大個数Ｎｍａｘ以下であり、かつ、生成され
るグループ数Ｎｇが最も少なくなるようなグループ分けのパターンを抽出する。なお、最
大個数Ｎｍａｘは、予め、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３に設定されている。
【００９９】
　例えば、受信状況テーブル３５が図７に示す受信状況テーブル３５－１からなり、しき
い値ＲＳＳＩｔｈ＝０ｄＢｍ、かつ、Ｎｍａｘ＝４である場合、アクセスポイントＡＰの
通信制御手段３３は、Ｎｇ＝４となるようなグループ化のパターンを抽出する。そして、
アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、グループ数Ｎｇが最小となるパターンが一
種類しか存在しなければ、その一種類のパターンをグループ化の結果とする。一方、アク
セスポイントＡＰの通信制御手段３３は、グループ数Ｎｇが最小となるパターンが複数存
在する場合、その複数のパターンから１つのパターンを任意に選択し、その選択した１つ
のパターンをグループ化の結果とする。
【０１００】
　［グループ化の方法２］
　このグループ化の方法２は、グループ内の無線装置の数が許容値以下であり、かつ、生
成されるグループ数をできる限り少なくし、かつ、グループ内の無線装置間の受信信号強
度ＲＳＳＩの平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥの特性が与えられた条件を満たすようにする方法で
ある。
【０１０１】
　グループ化の方法２においては、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、グルー
プ化の方法１と同じように、各グループ内の無線装置の個数が同一グループ内に属するこ
とができる無線装置の最大個数Ｎｍａｘ以下であり、かつ、生成されるグループ数Ｎｇが
最も少なくなるようなグループ分けのパターンを抽出する。
【０１０２】
　そして、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、グループ数Ｎｇが最小となるパ
ターンが一種類しか存在しなければ、その一種類のパターンをグループ化の結果とする。
【０１０３】
　一方、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、グループ数Ｎｇが最小となるパタ
ーンが複数存在する場合、その複数のパターンから１つのパターンを次の基準のいずれか
を用いてグループ化の結果として選択する。
【０１０４】
　ＳＴＤ１）それぞれのパターンにおいて、グループ内の無線装置間の平均値ＲＳＳＩ＿
ＡＶＥの最小値を検出し、その検出した最小値が最大となるパターンをグループ化の結果
として選択する。
【０１０５】
　ＳＴＤ２）それぞれのパターンにおいて、グループ内の無線装置間の平均値ＲＳＳＩ＿
ＡＶＥの平均値を検出し、その検出した平均値が最大となるパターンをグループ化の結果
として選択する。
【０１０６】
　［グループ化の方法３］
　このグループ化の方法３は、グループ内の無線装置の数が許容値以下であり、かつ、生
成されるグループ数をできる限り少なくし、更に、グループ内の無線装置のトラフィック
量が与えられた条件を満たすようにする方法である。
【０１０７】
　グループ化の方法３においては、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、グルー
プ化の方法１と同じように、各グループ内の無線装置の個数が同一グループ内に属するこ
とができる無線装置の最大個数Ｎｍａｘ以下であり、かつ、生成されるグループ数Ｎｇが
最も少なくなるようなグループ分けのパターンを抽出する。
【０１０８】
　そして、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、グループ数Ｎｇが最小となるパ
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ターンが一種類しか存在しなければ、その一種類のパターンをグループ化の結果とする。
【０１０９】
　一方、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、グループ数Ｎｇが最小となるパタ
ーンが複数存在する場合、その複数のパターンから１つのパターンを次の方法を用いてグ
ループ化の結果として選択する。
【０１１０】
　それぞれのパターンにおいて、各グループ内の無線装置のトラフィック量の総和を計算
し、最大のトラフィック量を検出する。そして、この最大トラフィック量が最も大きいパ
ターンをグループ化の結果とする。
【０１１１】
　［グループ化の方法４］
　このグループ化の方法４は、グループ内の無線装置の数が許容値以下であり、かつ、生
成されるグループ数をできる限り少なくし、かつ、グループ内の無線装置間の受信信号強
度ＲＳＳＩの平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥおよびグループ内の無線装置のトラフィック量が与
えられた条件を満たすようにする方法である。
【０１１２】
　グループ化の方法４においては、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、グルー
プ化の方法１と同じように、各グループ内の無線装置の個数が同一グループ内に属するこ
とができる無線装置の最大個数Ｎｍａｘ以下であり、かつ、生成されるグループ数Ｎｇが
最も少なくなるようなグループ分けのパターンを抽出する。
【０１１３】
　そして、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、グループ数Ｎｇが最小となるパ
ターンが一種類しか存在しなければ、その一種類のパターンをグループ化の結果とする。
【０１１４】
　一方、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、グループ数Ｎｇが最小となるパタ
ーンが複数存在する場合、その複数のパターンから１つのパターンを次の方法を用いてグ
ループ化の結果として選択する。
【０１１５】
　グループ内の平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥの最小値または平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥの平均値
をＭＲＳＳＩとする。また、各グループ内の無線装置のトラフィック量の総和をＭＴｒａ

ｆｆｉｃとする。
【０１１６】
　そして、ＭＲＳＳＩおよびＭＴｒａｆｆｉｃを用いて新たなメトリックＭＣを次式によ
って定義する。
【０１１７】
　ＭＣ＝ｗＴ×ＭＴｒａｆｆｉｃ＋ｗＲ×ＭＲＳＳＩ・・・（１）
　なお、式（１）において、ｗＴおよびｗＲは、トラフィック量および受信信号強度の平
均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥのどちらをより優先的に考慮するかを決定するための係数であり、
任意の値からなる。
【０１１８】
　アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、異なるグループ化のパターンにおいて、
各グループ内におけるメトリックＭＣを式（１）を用いて演算する。そして、アクセスポ
イントＡＰの通信制御手段３３は、異なるグループ化のパターンにおけるメトリックＭＣ

の平均値または最大値を計算し、その計算した平均値または最大値が最大となるパターン
をグループ化の結果とする。
【０１１９】
　［グループ化の方法５］
　このグループ化の方法５は、グループ化が可能な無線装置の個数に基づいた方法である
。
【０１２０】
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　グループ化の方法５においては、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、全ての
無線装置をグループ化の対象となる無線装置のセットとする。
【０１２１】
　（１）そして、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、グループ化対象セットに
含まれる全ての無線装置の中から、グループ化が可能な無線装置の個数が最大である無線
装置を１つ選択する。なお、グループ化が可能な無線装置の個数が最大である無線装置が
複数存在する場合、その複数の無線装置から１つの無線装置を任意に選択する。
【０１２２】
　（２）アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、上記（１）において抽出した無線
装置とグループ化が可能な無線装置の個数がＮｍａｘ以上存在する場合には、この無線装
置に対する平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥが大きいグループ化が可能な無線装置から順にＮｍａ
ｘ－１個の無線装置を選択し、上記（１）で選択した無線装置を含めてＮｍａｘ個の無線
装置からなる一つのグループを形成する。一方、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３
３は、グループ化が可能な無線装置の個数がＮｍａｘよりも少ない場合には、全てのグル
ープが可能な無線装置と、上記（１）で選択した無線装置とからなる一つのグループを形
成する。そして、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、このグループを形成した
無線装置をグループ化対象セットから除く。
【０１２３】
　（３）アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、上記（１），（２）の処理をグル
ープ化対象セットの全ての無線装置が除外されるまで繰り返す。
【０１２４】
　アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、上述したグループ化の方法１～５のいず
れかの方法を用いて無線装置１～１６をグループ化する。
【０１２５】
　なお、上述したグループ化の方法１～５は、グループ内の無線装置の数が許容値以下に
抑え、かつ、グループ数が最小になるように無線装置１～１６をグループ化する方法であ
る。このように、グループ数が最小になるように無線装置１～１６をグループ化すること
によって、無線装置１～１６がアクセスポイントＡＰへパケットを送信するときのスルー
プットを向上できる。なぜなら、後述するように、同一グループに属する無線装置は、パ
ケットを連続してアクセスポイントＡＰへ送信し、１つのグループに属する無線装置がパ
ケットを連続してアクセスポイントＡＰへ送信しているとき、他のグループに属する無線
装置は、パケットを送信しない。つまり、チャネルの競合は、グループ間でのみ発生し、
グループ数が少ない方が無線装置１～１６全体のスループットを向上できるからである。
【０１２６】
　アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、無線装置１～１６をグループ化した後、
各グループ内における無線装置の優先度を設定する。この場合、アクセスポイントＡＰは
、ランダムに優先度を設定してもよいし、無線装置のＭＡＣアドレス、要求トラフィック
量およびＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）に従って優先度を設定しても
よい。より具体的には、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、無線装置のＭＡＣ
アドレスに従って優先度を設定する場合、例えば、ＭＡＣアドレスの数値の小さい順、ま
たはＭＡＣアドレスの数値の大きい順に優先度を高く設定する。また、アクセスポイント
ＡＰの通信制御手段３３は、要求トラフィック量に従って優先度を設定する場合、要求ト
ラフィック量が多い順に優先度を高く設定する。更に、アクセスポイントＡＰの通信制御
手段３３は、ＱｏＳに従って優先度を設定する場合、ＱｏＳの高い順に優先度を高く設定
する。
【０１２７】
　アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、各グループ内における無線装置の優先度
を設定すると、グループ構成Ｇｃｏｍｐを生成する。このグループ構成Ｇｃｏｍｐは、グ
ループの名称、グループサイズＧｓ、同一グループに属する無線装置の識別子ＩＤ（＝Ｍ
ＡＣアドレス）、および各グループにおける無線装置の優先順位ＰＲＴＹからなる。そし
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て、グループサイズは、グループに含まれる無線装置の個数からなる。
【０１２８】
　そうすると、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、全てのグループに対するグ
ループ構成Ｇｃｏｍｐおよびバーストモード移行通知をビーコンフレームＢｃｏｎに含め
て無線装置１～１６へ送信する。
【０１２９】
　無線装置１～１６の各々は、バーストモード移行通知およびグループ構成をアクセスポ
イントＡＰから受信すると、後述する方法によって、他の無線装置と協働してパケットを
時分割で連続的にアクセスポイントＡＰへ送信する。
【０１３０】
　また、無線装置１～１６の各々は、バーストモード解除通知をアクセスポイントＡＰか
ら受信すると、バーストモードから通常の通信モードへ移行する。
【０１３１】
　図８は、グループ分けの具体例を示す図である。図８を参照して、アクセスポイントＡ
Ｐの通信制御手段３３は、上述したグループ化の方法１～５のいずれかの方法を用いて無
線装置１～１６を４個のグループＧｒ１～Ｇｒ４に分けたとする。
【０１３２】
　そうすると、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、グループＧｒ１に対するグ
ループ構成Ｇｃｏｍｐ１＝［Ｇｒ１／４／ＭＡＣ６，ＭＡＣ７，ＭＡＣ１２，ＭＡＣ１３
／ＭＡＣ６＞ＭＡＣ７＞ＭＡＣ１２＞ＭＡＣ１３］を生成する。ここで、“Ｇｒ１”は、
グループの名称であり、“４”は、グループＧｒ１のグループサイズであり、“ＭＡＣ６
，ＭＡＣ７，ＭＡＣ１２，ＭＡＣ１３”は、同一グループに属する無線装置の識別子であ
り、“ＭＡＣ６＞ＭＡＣ７＞ＭＡＣ１２＞ＭＡＣ１３”は、グループＧｒ１における無線
装置の優先順位ＰＲＴＹである。また、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、同
様にして、グループＧｒ２～Ｇｒ４に対してそれぞれグループ構成Ｇｃｏｍｐ２＝［Ｇｒ
２／４／ＭＡＣ８，ＭＡＣ９，ＭＡＣ１０，ＭＡＣ１１／ＭＡＣ８＞ＭＡＣ９＞ＭＡＣ１
０＞ＭＡＣ１１］，Ｇｃｏｍｐ３＝［Ｇｒ３／４／ＭＡＣ１，ＭＡＣ５，ＭＡＣ１４，Ｍ
ＡＣ１５／ＭＡＣ１＞ＭＡＣ５＞ＭＡＣ１４＞ＭＡＣ１５］，Ｇｃｏｍｐ４＝［Ｇｒ４／
４／ＭＡＣ２，ＭＡＣ３，ＭＡＣ４，ＭＡＣ１６／ＭＡＣ２＞ＭＡＣ３＞ＭＡＣ４＞ＭＡ
Ｃ１６］を生成する。
【０１３３】
　そして、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、バーストモード移行通知および
グループ構成Ｇｃｏｍｐ１～Ｇｃｏｍｐ４をビーコンフレームＢｃｏｎに含めて無線装置
１～１６へ送信する。
【０１３４】
　そうすると、無線装置１～１６は、バーストモード移行通知およびグループ構成Ｇｃｏ
ｍｐ１～Ｇｃｏｍｐ４をアクセスポイントＡＰから受信し、その受信したグループ構成Ｇ
ｃｏｍｐ１～Ｇｃｏｍｐ４に基づいて、無線装置６，７，１２，１３がグループＧｒ１に
属し、無線装置８～１１がグループＧｒ２に属し、無線装置１，５，１４，１５がグルー
プＧｒ３に属し、無線装置２～４，１６がグループＧｒ４に属することを検知する。また
、無線装置１～１６は、グループ構成Ｇｃｏｍｐ１～Ｇｃｏｍｐ４に基づいて、自己が属
するグループ（グループＧｒ１～Ｇｒ４のいずれか）における優先順位を検知する。
【０１３５】
　バーストモードにおけるパケットの送信方法について説明する。なお、以下においては
、図８に示すグループＧｒ１を例にしてバーストモードにおけるパケットの送信方法につ
いて説明する。
【０１３６】
　［バーストモードにおけるパケットの協調バースト連送方法１］
　この協調バースト連送方法１は、バックオフ時間を用いる方式である。無線装置６，７
，１２，１３の通信制御手段２５は、アクセスポイントＡＰから受信したビーコンフレー
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ムＢｃｏｎをアンテナ２１および送受信手段２２を介してアクセスポイントＡＰから受信
すると、その受信したビーコンフレームに含まれるバーストモード移行通知およびグルー
プ構成Ｇｃｏｍｐ１～Ｇｃｏｍｐ４を取り出す。そして、無線装置６，７，１２，１３の
通信制御手段２５は、その取り出したグループ構成Ｇｃｏｍｐ１に基づいて、グループＧ
ｒ１が無線装置６，７，１２，１３から構成されること、無線装置６，７，１２，１３が
グループＧｒ１に属すること、および無線装置６、無線装置７、無線装置１２および無線
装置１３の順に優先順位が高いことを検知する。
【０１３７】
　そうすると、無線装置６，７，１２，１３の通信制御手段２５は、バーストモード移行
通知および検知結果に基づいて、グループＧｒ１内において最初のパケット送信を検知し
た後、協調バースト連送モードでパケットをアクセスポイントＡＰへ送信するように送受
信手段２２を制御する。
【０１３８】
　また、無線装置６，７，１２，１３の通信制御手段２５は、グループ構成Ｇｃｏｍｐ２
～Ｇｃｏｍｐ４に基づいて、無線装置８～１１がグループＧｒ２に属し、無線装置１，５
，１４，１５がグループＧｒ３に属し、無線装置２～４，１６がグループＧｒ４に属する
ことを検知する。そして、無線装置６，７，１２，１３の通信制御手段２５は、その検知
結果を送受信手段２２へ出力する。
【０１３９】
　（ｉ）グループ内の全ての無線装置が送信パケットを保持している場合
　図９は、バックオフ時間を用いた協調バースト連送方法の具体例を示す図である。無線
装置６，７，１２，１３の通信手段２６は、アクセスポイントＡＰ宛てのパケットを生成
し、その生成したパケットを送受信手段２２へ出力する。
【０１４０】
　そして、無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、ＣＳＭＡ／ＣＡ方式に従っ
てパケットの送信を試みる。また、無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、他
の無線装置から送信されたパケットの受信を試みる。
【０１４１】
　その結果、無線装置６，７，１２，１３のいずれかの送受信手段２２は、パケットの送
信権を獲得する。例えば、無線装置７の送受信手段２２がパケットの送信権を獲得するも
のとする。
【０１４２】
　そうすると、無線装置７の送受信手段２２は、マックヘッダＭＨ７とデータＤＡ７とか
らなるパケットＰＫＴ＿７をアクセスポイントＡＰへ送信する。
【０１４３】
　そして、無線装置６，１２，１３の送受信手段２２は、無線装置７から送信されたパケ
ットを受信する。
【０１４４】
　その後、無線装置６，１２，１３の送受信手段２２は、自己のＤＩＦＳ（Ｄｉｓｔｒｉ
ｂｕｔｅｄ　Ｉｎｔｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｓｐａｃｅ）やＳＩＦＳ（Ｓｈｏｒｔ　Ｉｎｔｅ
ｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｓｐａｃｅ）と言うＩＦＳ（Ｉｎｔｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｓｐａｃｅ）の
値を全て“０”に設定し、グループＧｒ１内における優先度に応じてバックオフ時間を設
定し、バースト状態へ移行する。この場合の優先度は、バースト状態へ移行する契機を作
った無線装置７を除く無線装置６，１２，１３間における優先度である。
【０１４５】
　より具体的には、無線装置６，１２，１３の送受信手段２２は、グループＧｒ１内の無
線装置６，７，１２，１３のうち、バースト状態へ移行する契機を作った無線装置７を除
いた無線装置６，１２，１３間で最も優先度が高い無線装置のバックオフ時間を１スロッ
ト分の時間に設定し、２番目に優先度が高い無線装置のバックオフ時間を２スロット分の
時間に設定し、以下、同様にして、優先度の高い順に各無線装置のバックオフ時間を設定
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する。
【０１４６】
　即ち、無線装置６，１２，１３間では、無線装置６、無線装置１２、および無線装置１
３の順に優先度が高いので、無線装置６の送受信手段２２は、バックオフ時間を１スロッ
ト分に設定し、無線装置１２の送受信手段２２は、バックオフ時間を２スロット分に設定
し、無線装置１３の送受信手段２２は、バックオフ時間を３スロット分に設定する。
【０１４７】
　そうすると、無線装置６の送受信手段２２は、無線装置７がパケットを送信した後、１
スロット分のバックオフ時間が“０”になると、マックヘッダＭＨ６とデータＤＡ６とか
らなるパケットＰＫＴ＿６をアクセスポイントＡＰへ送信する。この時点で、無線装置１
２，１３におけるバックオフ時間は、それぞれ、１スロット分および２スロット分にカウ
ントダウンされている。
【０１４８】
　そして、無線装置１２の送受信手段２２は、無線装置６がパケットＰＫＴ＿６を送信し
た後、１スロット分のバックオフ時間が“０”になると、マックヘッダＭＨ１２とデータ
ＤＡ１２とからなるパケットＰＫＴ＿１２をアクセスポイントＡＰへ送信する。この時点
で、無線装置１３におけるバックオフ時間は、１スロット分にカウントダウンされている
。
【０１４９】
　更に、無線装置１３の送受信手段２２は、無線装置１２がパケットＰＫＴ＿１２を送信
した後、１スロット分のバックオフ時間が“０”になると、マックヘッダＭＨ１３とデー
タＤＡ１３とからなるパケットＰＫＴ＿１３をアクセスポイントＡＰへ送信する。
【０１５０】
　そして、無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、それぞれパケットＰＫＴ_
７,ＰＫＴ＿６，ＰＫＴ＿１２，ＰＫＴ＿１３を送信した後、ブロック応答確認Ｂｌｏｃ
ｋ　ＡＣＫを待つ状態に入る。
【０１５１】
　アクセスポイントＡＰの送受信手段３２は、無線装置７からのパケットＰＫＴ＿７を最
初に受信すると、バックオフ時間をグループＧｒ１内の無線装置６，７，１２，１３の個
数分のスロット時間に設定する。
【０１５２】
　即ち、アクセスポイントＡＰの送受信手段３２は、バックオフ時間を４スロット分の時
間に設定する。そして、アクセスポイントＡＰの送受信手段３２は、全てのＩＦＳを“０
”に設定し、１スロット分の空きチャネルを検出する毎にバックオフ時間をカウントダウ
ンする。
【０１５３】
　また、アクセスポイントＡＰの通信手段３６は、パケットＰＫＴ＿７，ＰＫＴ＿６，Ｐ
ＫＴ＿１２，ＰＫＴ＿１３の受信成功または受信不成功を含むブロック応答確認Ｂｌｏｃ
ｋ　ＡＣＫを生成し、その生成したブロック応答確認Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを送受信手段３
２へ出力する。
【０１５４】
　そして、アクセスポイントＡＰの送受信手段３２は、自己のバックオフ時間が“０”に
なると、最後に受信したパケットＰＫＴ＿１３の受信完了時間からＳＩＦＳだけ経過した
か否かを判定する。
【０１５５】
　アクセスポイントＡＰの送受信手段３２は、パケットＰＫＴ＿１３の受信完了時間から
ＳＩＦＳだけ経過していれば、ブロック応答確認Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを直ちに無線装置６
，７，１２，１３へ送信する。
【０１５６】
　一方、アクセスポイントＡＰの送受信手段３２は、パケットＰＫＴ＿１３の受信完了時



(19) JP 5298294 B2 2013.9.25

10

20

30

40

50

間からＳＩＦＳだけ経過していなければ、パケットＰＫＴ＿１３の受信完了時間からＳＩ
ＦＳだけ経過したときにブロック応答確認Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを無線装置６，７，１２，
１３へ送信する。
【０１５７】
　そして、無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、ブロック確認応答Ｂｌｏｃ
ｋ　ＡＣＫをアクセスポイントＡＰから受信し、バースト状態を解除し、協調バースト連
送モードへ戻る。その後、無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、送信パケッ
トを保持している場合、ＣＳＭＡ／ＣＡ方式に従ってそれぞれパケットＰＫＴ＿６，ＰＫ
Ｔ＿７，ＰＫＴ＿１２，ＰＫＴ＿１３のアクセスポイントＡＰへの送信を試みる。
【０１５８】
　この場合、バックオフ時間やＩＦＳの値は、バースト状態へ移行する前の値にリセット
される。
【０１５９】
　また、バーストモードにおいて最初にパケットをアクセスポイントＡＰへ送信した無線
装置７の送受信手段２２は、パケット送信の結果の成否に従って通常のＣＳＭＡ／ＣＡと
同様の手順により、ＣＷ、ＩＦＳおよびバックオフ時間の値を設定する。
【０１６０】
　各無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、協調バースト連送モード中に同一
グループＧｒ１の無線装置からのパケットを受信する度に、上述した方法によってバース
ト状態へ移行してパケットの協調バースト連送を行なう。
【０１６１】
　上述したように、無線装置６，１２，１３は、無線装置７がパケットＰＫＴ＿７をアク
セスポイントＡＰへ送信した後、時分割で連続してパケットＰＫＴ＿６，ＰＫＴ＿１２，
ＰＫＴ＿１３をアクセスポイントＡＰへ送信する。
【０１６２】
　従って、パケットＰＫＴ＿６，ＰＫＴ＿１２，ＰＫＴ＿１３の衝突を回避しながらアク
セスポイントＡＰへパケットを送信するときのスループットを向上できる。
【０１６３】
　なお、アクセスポイントＡＰは、無線装置６，７，１２，１３へパケットを送信する場
合、通常の通信方式に従ってパケットを無線装置６，７，１２，１３へ送信する。
【０１６４】
　（ｉｉ）グループ内の一部の無線装置が送信パケットを保持していない場合
　以下においては、グループＧｒ１の無線装置１２が送信パケットを保持していない場合
を例にして協調バースト連送方法１を説明する。
【０１６５】
　図１０は、バックオフ時間を用いた協調バースト連送方法の他の具体例を示す図である
。送信パケットを保持していない無線装置１２の送受信手段２２は、協調バースト連送モ
ード中に同一グループＧｒ１内の他の無線装置から送信されたパケットを受信した場合、
グループＧｒ１内の全ての無線装置６，１３がパケットのバースト送信を行ない、かつ、
ブロック応答確認Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫをアクセスポイントＡＰから受信するまでの時間を
ＮＡＶとして設定する。
【０１６６】
　そして、無線装置１２の送受信手段２２は、その設定したＮＡＶの期間中（当該バース
ト連送期間中）に送信パケットを通信手段２６から受けてもパケットを送信しない。また
、無線装置１２の送受信手段２２は、アクセスポイントＡＰからブロック確認応答Ｂｌｏ
ｃｋ　ＡＣＫを受信すると、ＮＡＶを解除する。
【０１６７】
　無線装置７の送受信手段２２は、上述したようにパケットの送信権を獲得し、パケット
ＰＫＴ＿７を最初にアクセスポイントＡＰへ送信する。
【０１６８】
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　そして、無線装置６の送受信手段２２は、無線装置７がパケットＰＫＴ＿７のアクセス
ポイントＡＰへの送信を完了してから１スロット分のバックオフ時間が経過すると、パケ
ットＰＫＴ＿６をアクセスポイントＡＰへ送信する。
【０１６９】
　また、無線装置１３の送受信手段２２は、無線装置６がパケットＰＫＴ＿６のアクセス
ポイントＡＰへの送信を完了してから２スロット分のバックオフ時間が経過すると、パケ
ットＰＫＴ＿１３をアクセスポイントＡＰへ送信する。無線装置１３の送受信手段２２が
２スロット分のバックオフ時間が経過するとパケットＰＫＴ＿１３を送信するのは、無線
装置６がパケットＰＫＴ＿６のアクセスポイントＡＰへの送信を完了してから２スロット
分のバックオフ時間が経過すると、無線装置１３の送受信手段２２におけるバックオフ時
間が“０”になるからである。
【０１７０】
　その後、アクセスポイントＡＰの送受信手段３２は、上述した方法によってブロック確
認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを無線装置６，７，１２，１３へ送信する。
【０１７１】
　そして、無線装置６，７，１３の送受信手段２２は、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　Ａ
ＣＫをアクセスポイントＡＰから受信してバースト状態を解除し、協調バースト連送モー
ドへ戻る。また、無線装置１２の送受信手段２２は、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣ
ＫをアクセスポイントＡＰから受信してＮＡＶを解除し、協調バースト連送モードへ戻る
。
【０１７２】
　このように、同一グループＧｒ１内における一部の無線装置１２が送信パケットを保持
していない場合、無線装置６，１３は、無線装置７がパケットＰＫＴ＿７をアクセスポイ
ントＡＰへ送信した後、時分割で連続してパケットＰＫＴ＿６，ＰＫＴ＿１３をアクセス
ポイントＡＰへ送信する。
【０１７３】
　従って、パケットＰＫＴ＿６，ＰＫＴ＿１３の衝突を回避しながらアクセスポイントＡ
Ｐへパケットを送信するときのスループットを向上できる。
【０１７４】
　（ｉｉｉ）他のグループからの送信パケットを受信した場合
　グループＧｒ１に属する無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、自己がパケ
ットを送信する前に、例えば、グループＧｒ２に属する無線装置８からパケットを受信す
ると、グループＧｒ２に属する無線装置８～１１の個数に基づいて、グループＧｒ２に属
する無線装置８～１１の全てが上述した協調バースト連送方法によってパケットをアクセ
スポイントＡＰへ送信してから、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫをアクセスポイン
トＡＰから受信するまでの時間をＮＡＶとして設定する。
【０１７５】
　そして、無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、通信手段２６から受けたパ
ケットの送信の試みをＮＡＶが終了するまで停止する。
【０１７６】
　その後、無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、その設定したＮＡＶの期間
が経過すると、またはアクセスポイントＡＰからブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを
受信すると、その設定したＮＡＶを解除し、協調バースト連送モードへ戻る。
【０１７７】
　［バーストモードにおけるパケットの協調バースト連送方法２］
　この協調バースト連送方法２は、ＡＩＦＳ（Ａｒｂｉｔｒａｔｉｏｎ　Ｉｎｔｅｒ　Ｆ
ｒａｍｅ　Ｓｐａｃｅ）を用いる方法である。
【０１７８】
　（ｉ）グループ内の全ての無線装置が送信パケットを保持している場合
　図１１は、ＡＩＦＳを用いた協調バースト連送方法の具体例を示す図である。協調バー
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スト連送方法２においては、無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、グループ
構成Ｇｃｏｍｐ１～Ｇｃｏｍｐ４およびグループＧｒ１内における最初のパケット送信を
検知するまでは、上述した協調バースト連送方法１と同じ動作を行なう。
【０１７９】
　その後、無線装置６，１２，１３の送受信手段２２は、自己のバックオフ時間を“０”
に設定し、グループＧｒ１内における優先度に応じてＡＩＦＳを設定する。
【０１８０】
　より具体的には、無線装置６，１２，１３の送受信手段２２は、グループＧｒ１内の無
線装置６，７，１２，１３のうち、バースト状態へ移行する契機を作った無線装置７を除
いた無線装置６，１２，１３間で最も優先度が高い無線装置のＡＩＦＳをＡＩＦＳの制御
可能な最小単位×１に設定し、２番目に優先度が高い無線装置のＡＩＦＳをＡＩＦＳの制
御可能な最小単位×２に設定し、以下、同様にして、優先度の高い順に各無線装置のＡＩ
ＦＳをＡＩＦＳの制御可能な最小単位×（優先順位）に設定する。
【０１８１】
　即ち、無線装置６，１２，１３間では、無線装置６、無線装置１２、および無線装置１
３の順に優先度が高いので、ＡＩＦＳの制御可能な最小単位が５μ秒である場合、無線装
置６の送受信手段２２は、無線装置６のＡＩＦＳ＿６を５μ秒×１＝５μ秒に設定し、無
線装置１２の送受信手段２２は、無線装置１２のＡＩＦＳ＿１２を５μ秒×２＝１０μ秒
に設定し、無線装置１３の送受信手段２２は、無線装置１３のＡＩＦＳ＿１３を５μ秒×
３＝１５μ秒に設定する。
【０１８２】
　そうすると、無線装置６の送受信手段２２は、無線装置７がパケットを送信した後、５
μ秒のＡＩＦＳ＿６（ＡＩＦＳの最小単位）が経過すると、マックヘッダＭＨ６とデータ
ＤＡ６とからなるパケットＰＫＴ＿６をアクセスポイントＡＰへ送信する。
【０１８３】
　そして、無線装置１２の送受信手段２２は、無線装置６がパケットＰＫＴ＿６を送信し
た後、１０μ秒のＡＩＦＳ＿１２（ＡＩＦＳの最小単位×２）が経過すると、マックヘッ
ダＭＨ１２とデータＤＡ１２とからなるパケットＰＫＴ＿１２をアクセスポイントＡＰへ
送信する。
【０１８４】
　更に、無線装置１３の送受信手段２２は、無線装置１２がパケットＰＫＴ＿１２を送信
した後、１５μ秒のＡＩＦＳ＿１３（ＡＩＦＳの最小単位×３）が経過すると、マックヘ
ッダＭＨ１３とデータＤＡ１３とからなるパケットＰＫＴ＿１３をアクセスポイントＡＰ
へ送信する。
【０１８５】
　そして、無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、ブロック応答確認Ｂｌｏｃ
ｋ　ＡＣＫを待つ状態に入る。
【０１８６】
　アクセスポイントＡＰの通信手段３６は、パケットＰＫＴ＿７，ＰＫＴ＿６，ＰＫＴ＿
１２，ＰＫＴ＿１３の受信成功または受信不成功を含むブロック応答確認Ｂｌｏｃｋ　Ａ
ＣＫを生成し、その生成したブロック応答確認Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを送受信手段３２へ出
力する。
【０１８７】
　アクセスポイントＡＰの送受信手段３２は、（ａ）グループＧｒ１内で設定され得る最
長のＡＩＦＳ時間のチャネル空きを検知した後にパケット送信を検知しない場合、または
（ｂ）グループＧｒ１において最も優先度が低い無線装置のパケットを受信した場合に、
ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを無線装置６，７，１２，１３へ送信する。
【０１８８】
　より具体的には、上記（ａ）の場合、アクセスポイントＡＰの送受信手段３２は、最長
のＡＩＦＳがＳＩＦＳよりも長いとき、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを直ちに無
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線装置６，７，１２，１３へ送信し、最長のＡＩＦＳがＳＩＦＳ以下である場合、ＳＩＦ
Ｓの経過後にブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを無線装置６，７，１２，１３へ送信
する。
【０１８９】
　また、上記（ｂ）の場合、アクセスポイントＡＰの送受信手段３２は、グループＧｒ１
において最も優先度が低い無線装置１３からのパケットＰＫＴ＿１３を受信した後、ＳＩ
ＦＳが経過すると、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを無線装置６，７，１２，１３
へ送信する。
【０１９０】
　そして、無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、ブロック確認応答Ｂｌｏｃ
ｋ　ＡＣＫをアクセスポイントＡＰから受信し、バースト状態を解除し、協調バースト連
送モードへ戻る。その後、無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、送信パケッ
トを保持している場合、ＣＳＭＡ／ＣＡ方式に従ってそれぞれパケットＰＫＴ＿６，ＰＫ
Ｔ＿７，ＰＫＴ＿１２，ＰＫＴ＿１３のアクセスポイントＡＰへの送信を試みる。
【０１９１】
　各無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、協調バースト連送モード中に同一
グループＧｒ１の無線装置からのパケットを受信する度に、上述した方法によってバース
ト状態へ移行して協調バースト連送を行なう。
【０１９２】
　なお、上記（ａ）の場合にアクセスポイントＡＰがブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣ
Ｋを送信するのは、グループＧｒ１内において優先度が最も低い無線装置１３が送信パケ
ットを保持しない場合、またはパケットＰＫＴ＿１３が無線通信環境等によってアクセス
ポイントＡＰへ到達しない場合もあるからである。
【０１９３】
　また、無線装置６，１２，１３は、自己のＡＩＦＳをＳＩＦＳ＋スロット長×（優先順
位）によって決定してもよい。
【０１９４】
　上述したように、ＡＩＦＳを用いる場合も、無線装置６，１２，１３は、無線装置７が
パケットＰＫＴ＿７をアクセスポイントＡＰへ送信した後、時分割で連続してパケットＰ
ＫＴ＿６，ＰＫＴ＿１２，ＰＫＴ＿１３をアクセスポイントＡＰへ送信する。
【０１９５】
　従って、パケットＰＫＴ＿６，ＰＫＴ＿１２，ＰＫＴ＿１３の衝突を回避しながらアク
セスポイントＡＰへパケットを送信するときのスループットを向上できる。
【０１９６】
　（ｉｉ）グループ内の一部の無線装置が送信パケットを保持していない場合
　図１２は、ＡＩＦＳを用いた協調バースト連送方法の他の具体例を示す図である。送信
パケットを保持していない無線装置１２の送受信手段２２は、協調バースト連送モード中
に同一グループＧｒ１内の他の無線装置から送信されたパケットを受信した場合、グルー
プＧｒ１内の全ての無線装置６，１３がパケットのバースト送信を行ない、かつ、ブロッ
ク応答確認Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫをアクセスポイントＡＰから受信するまでの時間をＮＡＶ
として設定する。
【０１９７】
　そして、無線装置１２の送受信手段２２は、その設定したＮＡＶの期間中（当該バース
ト連送期間中）に送信パケットを通信手段２６から受けてもパケットを送信しない。また
、無線装置１２の送受信手段２２は、アクセスポイントＡＰからブロック確認応答Ｂｌｏ
ｃｋ　ＡＣＫを受信すると、ＮＡＶを解除する。
【０１９８】
　無線装置７の送受信手段２２は、上述したようにパケットの送信権を獲得し、パケット
ＰＫＴ＿７を最初にアクセスポイントＡＰへ送信する。
【０１９９】
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　そして、無線装置６の送受信手段２２は、無線装置７がパケットＰＫＴ＿７のアクセス
ポイントＡＰへの送信を完了してから５μ秒のＡＩＦＳが経過すると、パケットＰＫＴ＿
６をアクセスポイントＡＰへ送信する。
【０２００】
　また、無線装置１３の送受信手段２２は、無線装置６がパケットＰＫＴ＿６のアクセス
ポイントＡＰへの送信を完了してから１５μ秒のＡＩＦＳが経過すると、パケットＰＫＴ
＿１３をアクセスポイントＡＰへ送信する。無線装置１３の送受信手段２２が１５μ秒の
ＡＩＦＳが経過するとパケットＰＫＴ＿１３を送信するのは、無線装置６がパケットＰＫ
Ｔ＿６のアクセスポイントＡＰへの送信を完了してから１５μ秒のＡＩＦＳが経過すると
、バックオフに入り、ここで、無線装置１３の送受信手段２２におけるバックオフ時間が
“０”に設定されているからである。
【０２０１】
　その後、アクセスポイントＡＰの送受信手段３２は、上述した方法によってブロック確
認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを無線装置６，７，１２，１３へ送信する。
【０２０２】
　そして、無線装置６，７，１３の送受信手段２２は、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　Ａ
ＣＫをアクセスポイントＡＰから受信してバースト状態を解除し、協調バースト連送モー
ドへ戻る。また、無線装置１２の送受信手段２２は、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣ
ＫをアクセスポイントＡＰから受信してＮＡＶを解除し、協調バースト連送モードへ戻る
。
【０２０３】
　このように、同一グループＧｒ１内における一部の無線装置１２が送信パケットを保持
していない場合、無線装置６，１３は、無線装置７がパケットＰＫＴ＿７をアクセスポイ
ントＡＰへ送信した後、時分割で連続してパケットＰＫＴ＿６，ＰＫＴ＿１３をアクセス
ポイントＡＰへ送信する。
【０２０４】
　従って、パケットＰＫＴ＿６，ＰＫＴ＿１３の衝突を回避しながらアクセスポイントＡ
Ｐへパケットを送信するときのスループットを向上できる。
【０２０５】
　（ｉｉｉ）他のグループからの送信パケットを受信した場合
　グループＧｒ１に属する無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、上述した協
調バースト連送方法１における「（ｉｉｉ）他のグループからの送信パケットを受信した
場合」と同様の動作を行なう。
【０２０６】
　［バーストモードにおけるパケットの協調バースト連送方法３］
　この協調バースト連送方法３は、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを用いない方法
である。
【０２０７】
　（ｉ）グループ内の全ての無線装置が送信パケットを保持している場合
　図１３は、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを用いない協調バースト連送方法の具
体例を示す図である。
【０２０８】
　無線装置７の送受信手段２２は、上述したように、グループＧｒ１内において最初にパ
ケットＰＫＴ＿７をアクセスポイントＡＰへ送信する。
【０２０９】
　そして、無線装置６，１２，１３の送受信手段２２は、無線装置７からのパケットＰＫ
Ｔ＿７を受信すると、協調バースト連送モードへ移行し、バックオフを用いる方式におい
ては、上述した協調バースト連送方法１における方法によってバックオフ時間を設定し、
ＡＩＦＳを用いる方式においては、上述した協調バースト連送方法２における方法によっ
てＡＩＦＳ＿６，ＡＩＦＳ＿１２，ＡＩＦＳ＿１３を設定する。



(24) JP 5298294 B2 2013.9.25

10

20

30

40

50

【０２１０】
　また、無線装置６，１２，１３の送受信手段２２は、パケットＰＫＴ＿７の送信に対す
る確認応答ＡＣＫをアクセスポイントＡＰから受信するまでＮＡＶを設定する。
【０２１１】
　アクセスポイントＡＰの送受信手段３２は、無線装置７からのパケットＰＫＴ＿７を受
信すると、その受信したパケットＰＫＴ＿７を通信制御手段３３を介して通信手段３６へ
出力し、通信手段３６から確認応答ＡＣＫを受ける。
【０２１２】
　そして、アクセスポイントＡＰの送受信手段３２は、パケットＰＫＴ＿７の受信後、Ｓ
ＩＦＳが経過すると、確認応答ＡＣＫを無線装置６，７，１２，１３へ送信する。
【０２１３】
　無線装置７の送受信手段２２は、確認応答ＡＣＫをアクセスポイントＡＰから受信し、
その受信した確認応答ＡＣＫを通信制御手段２５を介して通信手段２６へ出力する。
【０２１４】
　また、無線装置６，１２，１３の送受信手段２２は、確認応答ＡＣＫをアクセスポイン
トＡＰから受信し、その確認応答ＡＣＫの受信に応じて、ＮＡＶを解除する。そして、無
線装置６，１２，１３のうちの最も優先度が高い無線装置６の送受信手段２２は、確認応
答ＡＣＫの受信後、待機時間が経過すると、パケットＰＫＴ＿６をアクセスポイントＡＰ
へ送信する。
【０２１５】
　なお、この待機時間は、バックオフ時間を用いる方式では、１スロットからなり、ＡＩ
ＦＳを用いる方式では、ＡＩＦＳの制御可能な最小単位からなる。
【０２１６】
　無線装置７，１２，１３の送受信手段２２は、無線装置６からのパケットＰＫＴ＿６を
受信すると、パケットＰＫＴ＿６に対する確認応答ＡＣＫをアクセスポイントＡＰから受
信するまでＮＡＶを設定する。
【０２１７】
　そして、アクセスポイントＡＰは、パケットＰＫＴ＿６を受信した後、上述した方法に
よって確認応答ＡＣＫを無線装置６，７，１２，１３へ送信する。
【０２１８】
　無線装置６の送受信手段２２は、アクセスポイントＡＰから受信した確認応答ＡＣＫを
通信制御手段２５を介して通信手段２６へ出力する。また、無線装置７，１２，１３の送
受信手段２２は、アクセスポイントＡＰから確認応答ＡＣＫを受信すると、ＮＡＶを解除
する。
【０２１９】
　以後、上述した動作が繰返し実行され、無線装置１２，１３は、無線装置１２および無
線装置１３の順にパケットＰＫＴ＿１２，ＰＫＴ＿１３をアクセスポイントＡＰへ送信す
る。
【０２２０】
　（ｉｉ）グループ内の一部の無線装置が送信パケットを保持していない場合
　この場合、グループＧｒ１に属する無線装置６，７，１２，１３は、上述した協調バー
スト連送方法１または協調バースト連送方法２における「（ｉｉ）グループ内の一部の無
線装置が送信パケットを保持していない場合」と同じ動作を行なう。
【０２２１】
　（ｉｉｉ）他のグループからの送信パケットを受信した場合
　この場合、グループＧｒ１に属する無線装置６，７，１２，１３の送受信手段２２は、
上述した協調バースト連送方法１における「（ｉｉｉ）他のグループからの送信パケット
を受信した場合」と同様の動作を行なう。
【０２２２】
　なお、図８に示すグループＧｒ２に属する無線装置８～１１、グループＧｒ３に属する
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無線装置１，５，１４，１５、およびグループＧｒ４に属する無線装置２～４，１６も、
上述した協調バースト連送方法１～協調バースト連送方法３のいずれかの協調バースト連
送方法を用いてパケットをバーストモードでアクセスポイントＡＰへ送信する。
【０２２３】
　図１４は、バーストモードにおける送信パケットを有する無線装置の動作を説明するた
めのフローチャートである。
【０２２４】
　図１４を参照して、一連の動作が開始されると、各無線装置１～１６は、バーストモー
ド移行通知をアクセスポイントＡＰから受信したか否かを判定する（ステップＳ１）。そ
して、各無線装置１～１６は、バーストモード移行通知をアクセスポイントＡＰから受信
すると、ＣＳＭＡ／ＣＡに従ってチャネルにアクセスする（ステップＳ２）。
【０２２５】
　その後、各無線装置１～１６は、パケットの送信権を獲得したか否かを判定する（ステ
ップＳ３）。
【０２２６】
　ステップＳ３において、パケットの送信権を獲得したと判定されたとき、各無線装置１
～１６は、バースト状態へ移行し（ステップＳ４）、パケットをアクセスポイントＡＰへ
送信する（ステップＳ５）。そして、各無線装置１～１６は、ブロック確認応答Ｂｌｏｃ
ｋ　ＡＣＫの待ち状態となる（ステップＳ６）。
【０２２７】
　その後、各無線装置１～１６は、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを受信したか否
かを判定する（ステップＳ７）。
【０２２８】
　ステップＳ７において、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを受信したと判定される
と、各無線装置１～１６は、バースト状態を解除する（ステップＳ８）。
【０２２９】
　一方、ステップＳ７において、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを受信していない
と判定されたとき、各無線装置１～１６は、バースト状態を解除し、パケットの再送を準
備する（ステップＳ９）。
【０２３０】
　一方、ステップＳ３において、送信権を獲得していないと判定されたとき、各無線装置
１～１６は、他の無線装置からパケットを受信する（ステップＳ１０）。そして、各無線
装置１～１６は、他の無線装置が自己と同一グループに属するか否かを判定する（ステッ
プＳ１１）。
【０２３１】
　ステップＳ１１において、他の無線装置が自己と同一グループに属すると判定されたと
き、各無線装置１～１６は、バースト状態へ移行し、優先順位に従ってバックオフ時間ま
たはＩＦＳの値を設定する（ステップＳ１２）。
【０２３２】
　そして、各無線装置１～１６は、その設定したバックオフ時間またはＩＦＳに従ってパ
ケットを送信し（ステップＳ１３）、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫの待ち状態と
なる（ステップＳ１４）。
【０２３３】
　その後、各無線装置１～１６は、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを受信したか否
かを判定する（ステップＳ１５）。
【０２３４】
　ステップＳ１５において、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを受信したと判定され
ると、各無線装置１～１６は、バースト状態を解除する（ステップＳ１６）。
【０２３５】
　一方、ステップＳ１５において、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを受信していな
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いと判定されたとき、各無線装置１～１６は、バースト状態を解除し、パケットの再送を
準備する（ステップＳ１７）。
【０２３６】
　一方、ステップＳ１１において、他の無線装置が自己と同一グループに属さないと判定
されたとき、各無線装置１～１６は、他の無線装置が属するグループの全ての無線装置の
個数に応じたＮＡＶを設定する（ステップＳ１８）。
【０２３７】
　その後、ＮＡＶがタイムアウトし、またはブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを受信
し（ステップＳ１９）、一連の動作は、ステップＳ２へ戻る。
【０２３８】
　そして、ステップＳ８、ステップＳ９、ステップＳ１６およびステップＳ１７のいずれ
かの後、一連の動作が終了する。
【０２３９】
　このように、アクセスポイントＡＰへ送信するパケットを保持している無線装置１～１
６は、アクセスポイントＡＰからバーストモード移行通知を受信し、かつ、パケットの送
信権を獲得すると、バースト状態へ移行してパケットをアクセスポイントＡＰへ送信する
（ステップＳ３～ステップＳ５参照）。
【０２４０】
　また、最初にパケットをアクセスポイントＡＰへ送信した無線装置以外の同一グループ
に属する無線装置は、最初にパケットをアクセスポイントＡＰへ送信した無線装置からの
パケットを受信すると、バースト状態へ移行し、自己の優先順位に従って異なるタイミン
グでパケットをアクセスポイントＡＰへ送信する（ステップＳ１０～ステップＳ１３参照
）。
【０２４１】
　その結果、同一グループに属する無線装置は、時分割で連続してパケットをアクセスポ
イントＡＰへ送信する。
【０２４２】
　従って、パケットの衝突を回避しながら、スループットを向上できる。
【０２４３】
　図１５は、バーストモードにおける送信パケットを有しない無線装置の動作を説明する
ためのフローチャートである。
【０２４４】
　図１５を参照して、一連の動作が開始されると、各無線装置１～１６は、他の無線装置
からパケットを受信し（ステップＳ２１）、自己が属するグループのグループサイズ（グ
ループに属する無線装置の個数）に従ってＮＡＶを設定する（ステップＳ２２）。
【０２４５】
　そして、各無線装置１～１６は、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫをアクセスポイ
ントＡＰから受信したか否かを判定する（ステップＳ２３）。
【０２４６】
　ステップＳ２３において、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを受信したと判定され
たとき、各無線装置１～１６は、ＮＡＶを解除する（ステップＳ２４）。
【０２４７】
　一方、ステップＳ２３において、ブロック確認応答Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫを受信していな
いと判定されたとき、時間の経過に伴ってＮＡＶがタイムアウトする（ステップＳ２５）
。
【０２４８】
　そして、ステップＳ２４またはステップＳ２５の後、一連の動作が終了する。
【０２４９】
　このように、送信パケットを保持しない無線装置は、自己と同じグループに属する他の
無線装置の全てがパケットを送信し終わるまで待機状態となるので、同一グループに属す
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る他の無線装置の協調バースト連送を妨げることはない。
【０２５０】
　図１６は、アクセスポイントの動作を説明するためのフローチャートである。図１６を
参照して、一連の動作が開始されると、アクセスポイントＡＰは、自己にアクセスする無
線装置の個数Ｎがしきい値Ｎｔｈよりも大きく、かつ、自己にパケットを送信するときの
スループットＴＨＰがしきい値ＴＨＰｔｈよりも小さいことを検出することによって協調
バースト連送の必要性を検知する（ステップＳ３１）。
【０２５１】
　そして、アクセスポイントＡＰは、上述した方法によって無線装置１～１６のグループ
化を実行する（ステップＳ３２）。
【０２５２】
　その後、アクセスポイントＡＰは、バーストモード移行通知を無線装置１～１６へ送信
し、グループ構成を無線装置１～１６へ通知する（ステップＳ３３）。
【０２５３】
　そして、協調バースト連送が実行される（ステップＳ３４）。その後、アクセスポイン
トＡＰは、協調バースト連送解除通知が必要であるか否かを判定する（ステップＳ３５）
。
【０２５４】
　ステップＳ３５において、協調バースト連送解除通知が必要でないと判定されたとき、
一連の動作は、ステップＳ３４へ戻る。
【０２５５】
　一方、ステップＳ３５において、協調バースト連送解除通知が必要であると判定された
とき、アクセスポイントＡＰは、バーストモード解除通知を無線装置１～１６へ送信し、
協調バースト連送モードの解除を各無線装置１～１６に指示する（ステップＳ３６）。
【０２５６】
　これによって、各無線装置１～１６は、協調バースト連送モードを解除し、通常のモー
ドへ移行する。
【０２５７】
　そして、ステップＳ３６の後、一連の動作は終了する。
【０２５８】
　このように、アクセスポイントＡＰが協調バースト連送の必要性を検知すると、協調バ
ースト連送モードへ移行するように無線装置１～１６に指示するので、複数の無線装置が
協調バースト連送を行うことができる。
【０２５９】
　上記においては、各無線装置１～１６のテーブル作成手段２３は、数秒間における受信
信号強度ＲＳＳＩの平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥを演算して信号受信テーブル２４を作成する
と説明したが、この場合、平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥを移動平均によって演算してもよい。
【０２６０】
　また、上記においては、信号受信テーブル２４は、２つの無線装置間における受信信号
強度ＲＳＳＩの平均値ＲＳＳＩ＿ＡＶＥを格納すると説明したが、この発明の実施の形態
においては、これに限らず、信号受信テーブル２４は、２つの無線装置間における受信信
号強度ＲＳＳＩの瞬時値を格納してもよく、２つの無線装置間におけるパケット損失率を
格納してもよく、一般的には、２つの無線装置間における無線通信品質を格納してもよい
。
【０２６１】
　そして、信号受信テーブル２４が２つの無線装置間における受信信号強度ＲＳＳＩの瞬
時値を格納する場合、受信状況テーブル３５も２つの無線装置間における受信信号強度Ｒ
ＳＳＩの瞬時値を格納し、信号受信テーブル２４が２つの無線装置間におけるパケット損
失率を格納する場合、受信状況テーブル３５も２つの無線装置間におけるパケット損失率
を格納し、信号受信テーブル２４が２つの無線装置間における無線通信品質を格納する場
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合、受信状況テーブル３５も２つの無線装置間における無線通信品質を格納する。
【０２６２】
　アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、受信状況テーブル３５を参照して、上述
した方法によって無線装置１～１６をグループに分けるか否かを判定する。従って、一般
的には、アクセスポイントＡＰの通信制御手段３３は、２つの無線装置間における無線通
信品質に基づいて、上述した方法によって無線装置１～１６をグループに分けるか否かを
判定する。
【０２６３】
　更に、上記においては、各無線装置１～１６は、信号受信テーブル２４をアクセスポイ
ントＡＰへ定期的（周期Ｔｒｅｐｏｒｔ）に送信すると説明したが、この発明の実施の形
態においては、これに限らず、各無線装置１～１６は、自己が保持する信号受信テーブル
２４に新たな無線装置が追加された時にアクセスポイントＡＰへ信号受信テーブル２４を
送信するようにしてもよい。
【０２６４】
　即ち、図１に示す無線通信システム１００において、新たな無線装置１７が発生し、無
線装置１が無線装置１７からアクセスポイントＡＰへのパケット送信を検知したとする。
この場合、無線装置１は、無線装置１７を新たなエントリーとして信号受信テーブル２４
－２（図６の（ｃ）参照）に追加するので、この新規エントリーの追加をトリガーとして
信号受信テーブル２４をアクセスポイントＡＰへ送信する。
【０２６５】
　また、アクセスポイントＡＰが協調バースト連送モードへ移行すると判定した時点で信
号受信テーブル２４の送信要求をビーコンフレームＢｃｏｎに挿入し、各無線装置１～１
６がビーコンフレームＢｃｏｎに含まれる信号受信テーブル２４の送信要求に応じて信号
受信テーブル２４をアクセスポイントＡＰへ送信するようにしてもよい。
【０２６６】
　更に、上記においては、アクセスポイントＡＰは、通常の通信方式でパケットを無線装
置１～１６へ送信すると説明したが、この発明の実施の形態においては、これに限らず、
アクセスポイントＡＰは、バーストモードでパケットを無線装置１～１６へ送信するよう
にしてもよい。
【０２６７】
　更に、上記においては、無線通信システム１００は、アクセスポイントＡＰと、アクセ
スポイントＡＰとの間で無線通信を行なう無線装置１～１６とからなると説明したが、こ
の発明の実施の形態においては、これに限らず、無線通信システム１００は、複数の無線
装置が自律的にネットワークを構成するアドホックネットワークからなっていてもよい。
【０２６８】
　この場合、受信側の１個の無線装置が上述したアクセスポイントＡＰの機能を果たし、
送信側の複数の無線装置が上述した無線装置１～１６の機能を果たす。従って、アドホッ
クネットワークにおいて、複数の無線装置が１個の無線装置へパケットを送信する場合に
、上述した協調バースト連送を適用可能である。
【０２６９】
　なお、この発明の実施の形態においては、アクセスポイントＡＰは、「第１の無線装置
」を構成する。
【０２７０】
　また、この発明の実施の形態においては、無線装置１～１６は、「複数の第２の無線装
置」を構成する。
【０２７１】
　更に、この発明の実施の形態においては、しきい値ＴＨＰｔｈは、「第１の閾値」を構
成し、しきい値Ｎｔｈは、「第２の閾値」を構成する。
【０２７２】
　更に、この発明の実施の形態においては、無線装置６，７，１２，１３は、「ｎ（ｎは
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２以上の整数）個の第２の無線装置」を構成し、無線装置１２は、「ｉ（ｉは正の整数）
個の第２の無線装置」を構成し、無線装置６，１３は、「ｎ－ｉ個の第２の無線装置」を
構成する。
【０２７３】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は、上記した実施の形態の説明ではなくて特許請求の範囲
によって示され、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれる
ことが意図される。
【産業上の利用可能性】
【０２７４】
　この発明は、衝突を回避しながらスループットを向上可能な無線通信システムに適用さ
れる。
【符号の説明】
【０２７５】
　１～１６　無線装置、２１，３１　アンテナ、２２，３２　送受信手段、２３，３４　
テーブル作成手段、２４　信号受信テーブル、２５，３３　通信制御手段、２６，３６　
通信手段、３５　受信状況テーブル、１００　無線通信システム、ＡＰ　アクセスポイン
ト。

【図１】 【図２】

【図３】
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